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発 行 所 

五所川原市役所 
417号 

昭和53年 2 月15日 

印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14,229 

（昭和53年 2 月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,272人 

女 26,987人 

市 の 人 口 

52,259人 

広で巨かわら 

胃篇費，I 譲胃 『 I議「I議 

●

、
 

風
に
粉
雪
荒
れ
狂
い
 

二
月
の
声
も
な
ん
の
そ
の

白

一
色
に
視
野
閉
ぎ
す

吹
雪
が
や
め
ば
う
そ
の
よ
う

青
い
空
さ
え
の
ぞ
か
せ
て

春
ほ
の
め
か
す
山
並
み
に

ゲ
レ
ン
デ
を
飾
る
色
模
様

雪
は
友
だ
ち
北
国
の
 
 

子
ら
は
元
気
に
す
く
す
く
と

雪
と
き
び
し
さ
競
い
あ
う

輝
き
映
え
る
ス
ロ
ー
プ
を

き
っ
と
見
お
ろ
す
雪
め
が
ね

先
陣
切
っ
た
先
輩
の
 

恐
れ
も
見
せ
ぬ
直
滑
降
 

続
い
た
二
陣
も
ま
た
み
ご
と

描
く
カ
ー
ブ
の
美
し
さ
 
 

さ
る
で
も
人
の
ま
ね
を
す
る

ぼ
く
に
も
出
来
ぬ
は
ず
が
な
い

は
や
る
心
を
押
し
静
め

さ
っ
と
ス
ト
ッ
ク
雪
け
っ
た

そ
こ
ま
で
よ
い
が
あ
と
は
だ
め

速
い
速
い
目
が
く
ら
む

あ
っ
と
い
う
間
に
雪
だ
る
ま

脱
げ
た
ス
キ
ー
は
ひ
と
り
旅
 
 

早
く
上
か
ら
滑
り
た
い

下
で
は
初
心
者
ま
た
広
げ

あ
わ
や
衝
突
避
け
て
い
る

今
に
見
て
い
ろ
ぼ
く
だ
っ
て

見
事
に
滑
っ
て
見
せ
て
や
る

雪
の
子
意
気
が
盛
ん
な
り
 



相
談
全
 

その 24 

前
回
で
は
、
水
道
の
凍
結

と
気
温
の
関
係
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
 

そ
の
凍
結
事
故
の
原
因
に
つ
 

お
り
、
凍
結
の
原
因
の

半
分
近
く
は
水
道
保
温

材
の
不
完
全
、
ま
た
は

そ
の
巻
き
忘
れ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 

次
い
で
、
不
凍
給
水

栓
、
水
抜
き
栓
等
を
備

え
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
締
め
忘
れ
が
主
な
原

因
に
な
っ
て
お
り
、
電

熱
帯
の
故
障
や
操
作
の
 

不
良
も
原
因
に
な
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

こ
と
に
ア
パ

ー
ト
等
、
一
一
 

一
 

一
慧
 

表
で
も
お
判
り
の
と
 

凍らせると思わぬ出費 

2IllHh 与 

'  

A 部落 

(rit3O,・ 

転作面積 

4 ha 
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計
画
加

算
金
が

つ
く
 

部
落
ぐ

る
み
転
作
を
 

凍結事故の原因表 

市
で
は
、
五
十
三
年
度
の
米

生
産
調
整
対
策
で
、
計
画
加
算

金
が

つ
く
部
落
ぐ
る
み
の
転
作

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
 

部
落
ぐ
る
み
転
作
と
は
、
転

作
面
積
の
お
よ
そ
半
分
以
上
が
 

一
  

市
 

F
 今

年
は

任
期
満
了
 

（
七
月
一

四
日
）
に

と
も
な
・っ

市
農
業
委

員
会
委
員

の
選
挙
が

行
わ
れ
ま
 

」？
。
  「

」の
た

め
、
農
業

委
員
選
挙
 
 

‘
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
集
団
転

作
を
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

な
り
ま
す
。
 

例
え
ば
、
図
の
よ
う
に
A
部

落
全
体
で
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転

作
面
積
が
配
分
さ
れ
た
場
合
、
 

人
名
簿
を
次
の
日
程
で
縦
覧
に

供
し
ま
す
の
で
、
名
簿
に
記
載

も
れ
が
あ
っ
た
り
、
誤
ま
り
が

あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期
間
内
に

文
書
で
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

異
議
を
申
し
出
て
下
さ
い
。
 

縦
覧
期
間
 

二
月
二
十
三
日
か
ら
三
月
九

日
ま
で
。
 
（期
間
中
、
毎
日
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時

ま
で
。）
 

＠
縦
覧
場
所
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
。
 
 半

分
の
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

ー
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
団
地
二

つ
に

ま
と
ま
り
、
あ
と
は
そ
れ
ぞ
れ

〇
・
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
な
り
〇
・

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
も
よ
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

市
で
は
、
水
田
の
転
作
目
標

面
積
等
に
つ
い
て
、
二
月
一
日

付
け
で
各
農
家
に
通
知
し
ま
し

た
が
、
地
域
ぐ
る
み
の
話
し
合

い
に
よ
る
計
画
（
集
団

｝
転
作

が
せ
ま
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
 

自
衛
官
一

般

ニ
士
 

（男
）

募

集
中
 

中
卒
以
上
十
八
歳
か
ら
二
十

四
歳
ま
で
の
若
人
を
常
時
受
付

け
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
窓
ロ
サ
ー
ビ

ス
課
（
廿
⑤
二
一
一
一
番
・
内
線

二
七
五
番
）
、ま
た
は
自
衛
隊
五

所
川
原
募
集
事
務
所
（
云
⑤
一
一

三
〇
五
番
）
に
お
問

い
合
わ
せ

下
さ
い
。
 

次
の
日
程
で
計
画
転
作
の
説
明

会
を
開
き
ま
す
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
お
い
で

に
な
っ
て
、
計
画
転
作
の
理
解

を
深
め
る
よ
う
に
し
て
ド
さ
い
。
 
 

階
に
水
道
が
あ
る
場
合
は
、
 

水
抜
き
栓
が
階
下
に

つ
い
て

い
る
個
所
が
あ
り
、
水
抜
き

の
操
作
を
面
倒
が
り
放
っ
て

お
く
場
合
が
多

い
よ
う
で
す
。
 

共
働
き
家
庭
、
日
中
家
を

空
け
る
家
庭
、
ま
た
は
就
寝

前
の
不
凍
栓
の
締
め
忘
れ
等

も
意
外
と
多
く
、
ち
ょ
っ
と

し
た
油
断
か
ら
思
わ
ぬ
出
費

と
な
り
ま
す
。
 

▽
千
五
百
円
以
上
の
出

費
△
 

凍
結
や
破
裂
し
た
水
道

を
修
理
す
る
費
用
は
、
人

件
費
や
材
料
費
の
高
騰
で

年
々
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
 

蒸
気
解
氷
機
等
で
凍
結

を
解
氷
し
た
場
合
の
料
金

は
、
三
十
分
以
内
で
千
五

百
円
、
十
分
増
す
ご
と
に

五
百
円
が
加
算
さ
れ
、
ま

た
電
気
解
氷
機
の
場
合
は
、
 

三
十
分
以
内
で
二
千
円
、
十

分
増
す
ご
と
に
五
百
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
 

日
頃
、
自

分
の
水
道
が

ど
ん
な
条
件

に
あ
り
、
ど

の
位
の
管
理

で
凍
ら
な
い

の
か
を
よ
く

知
っ
て
お
き

た
い
も
の
で

す
。
 

麟選挙人名簿を縦覧 

3月9日まで、市選管事務局 4一 一→―= 
集会所‘ン 

丁ら 
『‘ 牛「画で I 武、、 

,
 

（

◇
 

~~ ～  」 
話「含 ”結7 ' 

「計
画
転
作
」
の
説
明
会
 

小 轟 七 三 飯 松 長 梅 

曲農 和 好言吉島 橋‘尺栄 

毘 中

誇川 

地
区
名
 

二
月
二
十
日
午
前
十
時
 

り
 
ク
 
午
後
一
時
 

ク
 
ク
 
午
後
一
時
 

ク
 
ク
 
午
後
一
時
 

ク
 
ク
 
午
後
一
時

二
月
二
十
五
日
午
後
一
時

二
月
二
十
二
日
午
前
十時

二
月
二
十
三
日
午
前
十
時

二
月
二
十
四
日
午
前
十
時

二
月
二
十
一
日
午
前
十
時
 

日
 
時
 

七
和
農
協
 

毘
沙
門
小
学
校
 

市
農
協
三
好
支
所

市
農
協
長
橋
支
所

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

栄
支
所
（
市
役
所
）
 
 

中
川
支
所
（
市
役
所
）
 
 

梅
沢
支
所

（
市
役
所）
 
 

飯
詰
支
所
（
市
役
所
）
 
 

松
島
支
所

（
市役
所
）
 
 

ム
ム
 
場
 



雪
の

重
さ
 

い
ま
、
五
十
平
方
メ
ー
ト

ル
の
屋
根
に
五
十
セ
ン
チ
の

雪
が
積
っ
た
と
す
る
と
、
重

さ
は
い
っ
た
い
ど
れ
ぐ
ら
い

に
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

一

お
よ
そ
七

・
五
ト
ン
で
す
。
 

相
撲
の
高
見
山

ク
ラ
ス
の
力
士

四
十
人
が
、
 
一

度
に
屋
根
に
の

っ
か
っ
た
の
と

同
じ
で
す
。
 

雪
と
い
う
の

は
本
当
に
重
い

も
の
で
す
ね
。
 

積
も
り
た
て
の
雪
と
い
う
 

の
は
ま
だ
ふ
ん
わ
り
と
軽
く
、
 

比
重
は
（
水
を
ー
と
し
て
）
 

〇
・

一
ぐ
ら
い
で
す
。

つ
ま

り
、
十
ミ
リ
の
雨
が
雪
に
な

っ
た
と
す
る
と
、
積
雪
十
セ

ン
チ
の
重
さ
と
同
じ
で
す
。
 

と
こ
ろ
が
、
降
り
積
も
っ
 

た
雪
は
、
日
が
た
つ
に

つ
れ

て
し
ま
っ
て
重
く
な
り
、
比

重
は
〇

・
三
か
ら
〇
・
四
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
す
。
 

平
均
を
〇

・
三
と
す
る
と
、
 

積
雪
十
セ
ン
チ
で
、
 一
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
三
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
、
 ー
メ
ー
ト
ル
で
三

百
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
こ
れ
が
五

十
平
方
メ
ー
ト
ル
の
屋
根
な

ら
十
五
ト

ン
と
い
う
重
さ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

雪
国
で
は
、
雪
の
重
さ
で

家
が

つ
ぶ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
 

「雪
お
ろ
し
」
が
大
事
な
仕
事

の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（
気象
庁
天
気
相
談
所
）
 

つ
 
。
 

o
 

L
 
o
 o
 

kH 

。
 

。
 

n
 
。
 

r
 。
 

。
 。

 

n
?
 n
I
 

。
 

o
 

d 

市
で
は
、

日
常
の
悩
み
、
 

ロ
と
き
 
二
月
二
十
七
日
 

心
配
ご
と
を
解
消
し
、
明
る
 
（

月
）
午
前
十
時
か

ら
。
 

く
楽
し

い
家
庭
生
活
を
築

い
  

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
 

て
も
ら
う
た
め
、
次
の
日
程
  

館
。
 

」象
 
心配
ご
と
が
あ
っ
た
ら
 相
醜
 

市
民
相
 
総
合
市

民

相
談

所

へ
 

は
、
家
 

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

庭
裁
判
所
、
法
務
局
、
税
務

相
談
は
無
料
で
す
。
遠
慮
 
署
、

警
察
署
な
ど
、
十
三
の
 

な
く
お
い
で
下
さ
い
。
 

行
政
機
関
が
あ
た
り
ま
す
。
 

ク
今
後
の

商
店
経

営
は

）
 

難
診

断
報
告
会
開
く
 

昨
年
十
月
、

専
門
診
断
員
に
  

で
販
売
し
ま
す
い
 

よ
る
市
の
広
域
商
業
診
断
を
行

い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
そ
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
 

市
商
業
の
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
、
ま
た
今
後
の
経

営
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
の
か
等

に
つ
い
て
報
告
会
を
開
き
ま
す

の
で
ご
出
席
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
二
月
二
十
日

（月
 

）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
。
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
。
 

当
日
は
、
報
告
書
を
一
部
千
円
 

な
お
報
告
は
、
診
断
に
あ
た

っ
た
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ー
ー
ン
グセ

ン
タ
ー
社
、
県
経
営
指
導
課
が

行
い
ま
す
。
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、―商店、医院等の―二 
、―開業希望者を受 、 

広 田 団 地 

回受付期限 

2 月28日まで。（平日は、午前 9時から 4 時、土曜日は、 

午前 9時から正午まで。） 

回受付場所 

市都市計画課（廿 01733 ⑤ 2111番） 

五所川原市岩木町12番地 

回受付種別 

保育所、幼稚園、医院、スーパ 、専門店舗 

（ただし、保育所については地権者優先。） 

回分譲内容 

（土地分譲するもの）保育所、幼稚園、医院、スーパー 

（土地、建物分譲するもの）専門店舗 

※ なお、詳しくは青森県住宅供給公社、または受付場所 

へお問い合わせ下さい。 

事業主体 青森県住宅供給公社 

青森市長島2 丁目 1番 2 

(ft0177 ⑩ 1 6 25k) 

(1）資金の使途 運 転 資 金 

(2）保 証 金 額 一企業につき個人、会社1,000万円以内 

組 	合3,000万円以内 

ただし、組合が組合員に転貸する場合は、 

一組合員1,000万円以内とし、その組合

に対する保証限度額は7, 0 0 0 万円以内と

する。 

(3）保 証 期 間 	6 カ月以内 

(4）保 証 形 式 手形貸付、証書貸付、手形割引の保証 

(5）返 済 方 法 ー括または割賦償還 

(6）貸付利率、 保証料 

貸付利率 取扱金融機関の所定利率 

保証料率 年率 1.02% 

(7）保証人、、担保 保証人は 1人以上とし、必要に応じて担保 

を徴する。 

旧）受 付 場 所 取扱金融機関、信用保証協会 

回保 

回実 

回保 

「機春期 資金 ⑧八 
、一特別保証制度のご案内一 

象
 
間
 
件
 

対
 
期
 
条
 

証
 
施
 
証
 

県内に主な事業所を有する中小企業者 

2月 1日から 5 月31日まで 



2 月15日（417号）④ し
 

】
 」
 

報
 

広
 

ょがわら 年
 

8
 

"I
 

q
v
 

1
 

年
 

。
。
 

に
J
 

和
 

刀
口
 

（第 3 種郵便物認可） 

市
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
本
部

主
催
の
昭
和
五
十
二
年
度
「
 

市
内
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団
研
修
 

ロ
と
き
 
二
月
二
十
六
日
 

（日
）
午
前
九
時
十
五
分
か
 

サ
ー
キ
ッ
ト

・
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
ゲ
ー
ム
大
会
、
映
写
会

も
あ
り
ま
す
。
 

（受
付
け
は
、
午
前
九

ら
。
 
（皿又
け
け
ょ
、
午
苅
九
 

会
」
が
次
の
日

程
で
行
わ
れ
ま

す
。
 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
研
修
会
 

な
お
、
当
日

持
参
す
る
も
の

な
ど
詳
し
く
は
、
 

参
加
対
象
者
は
、
市
内
ス
 
時
か

ら
）
。
 

市
教
育
委
員
会

・
太
陽
と
雪
 

ポ
ー
ッ
少
年
団
員

（
登
録
済
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
 
の
課

（
。⑤
二
一
一
一
番
・
 

み
団
員
）
で
す
。

こ
ぞ
っ
て
  

当
日
は
、
ス
ポ
ー
ッ
少
年
  

内
線
二
四
九
番
）
へ
お
間
い
 

参
加
し
て
下
さ
い
。
 

団
活
動
に

つ
い
て
の
講
義
や
  

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ら
。）
 市

民

体
力
テ
ス
ト

会
 

“あ
な
た
の
体
力
は

？
・）
 

事
故
を

よ
ぶ
 
酒
が
 

疲
労
が
 

ス
ピ

ー
ド

が
 

（
受
付
け
は
、
午
後
一
時
か
ら
。）
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
、
 

な
お
、
テ
ス
ト
の
種
目
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

反
復
横
と
び
、
垂
直
と
び
、
 

背
筋
力
、
筋
力
テ
ス
ト
、
踏
み
 

台
昇
降
運
動
、
 

伏
臥
上
体
そ
ら

し
、
立
位
体
前

屈
。
 

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
 

不
慮
の
事
故
や
病
気
に
備
え
、
 

健
康
な
と
き
愛
の
助
け
合

い
献

血
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

移
動
採
血
車
“
青
い
鳥
号
〈
 

が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 
三
月
一
一

日
（
木
）
 

O
午
前
十
時
三
十
分
、
五
所

川
原
保
健
所
前
 

＠
午
後
一
時
三
＋
分
、
西
北

中
央
病
院
玄
関
前
 

簡分 3「 I 豆より怖い．走車 

、―血液が不足しています

し―献血にご協力下さt 

第
2
0回
市

民
ス
キ
ー
大
会
 

1
9日

・
神
山
ス
キ

ー
場
 

「あ
す
な
ろ
国
体
」
映
写
会
 

市
ス
キ

ー
協
会
主
催
、
市
教

育
委
員
会

・
市
体
育
協
会
後
援

の
第
二
十
回
「
市
民
ス
キ
ー
大

会
」
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
二
月
十
九
日
（
日
）
 

午
前
十
時
十
五
分
か

ら
。
 
（
受

付
け
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
 

市
教
育
委
員
会
主
催
の
五
十

二
年
度
 
「市
民
体
力
テ

ス
ト

会
」
が
次
の
日
程
で
開
か
れ
ま

す
。
 

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
日
頃
の
健
康
管
理
の
た
 

ロ
と
こ
ろ
 
神
山
ス
キ
ー
場

大
会
種
目
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
 

①
大
回
転
競
技
（
年
齢
別
）
 

②
林
杯
回
転
競
技
（
オ
ー
プ

ン
）
 

③
ミ

ニ
ス
キ
ー
リ
レ

ー

（
小
 

・

中
学
生
四
人

ー
チ
ー
ム
）
 

④
ミ
カ
ン
拾
い
。
 

め
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
い
で
下

さ
い
。
ま
た
、
参
加
希
望
者
は
、
 

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
ズ
ッ

ク
ぐ
つ
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 

二
月
二
十
六
日
（
 

日
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
。
 
 

ー
入
場
無
料

廿
 

ロ
同
時
上
映
 

「
ひ
ろ
が
る
愛
の
輪
」
 
（第
 

一
三
回
全
国
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
 

大
会
）
 

主
催
 
市
教
育
委
員
会
 

“
心
ゆ
た
か
に
、
力
た
く
ま
 

し
く
）
 

ロ
と
き
 
二
月
二
十
五
日
（

一
 

土
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
 

戸
 
《
 



小
企
業
者
対
象
の
 

無
料
納
税
相
談
所
を
開
設
 

東
北
税

理
士
会
五

所
川
原
部

会
で

は
、
次
の
日
程
で
小

企
業

者
を
対
象
と
し
た
無
料
納
税

相

談
所
を

開
設
し
ま
す
。
 

所
得
税

の
確
定
申
告
等
、

納

税
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
相
談

に

応
じ
ま
す
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。
 

圏
と
き
 
三

月
八

日
（
水
）
 

九
日
（
木
）
、

十
日

（
金
）
の

三
日
間
、
毎
日
午
前
九
時

三
十

分
か
ら
。
 

◇
と
こ
ろ
 

み
ち
の
く
銀
行
 

互
所
川
原
支
店
会
議

室
。
 

な
お
、

相
談
に

は
帳
簿
、

書
 

類
等
を
ご

持
参
下

さ
い
。
 

ロ
鷲
相
談
所
を
コ
 

税
 
理
 
士
 
会
 

東
北
税

理
士
会
五
所
川
原
部

会
（

長
内
堅

造
部
会
長
）
で

は

二
旦
一
士

ニ
日
の
税
理
士
記
念

日
の
行
事
と
し

て
、
「
税
の
無
料

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

当
日
は
、
税
に
関
す
る
相
談

は
も
ち

ろ
ん
、

所
得

税
の
確
定

申
告
の
相
談
も
行

い
ま
す
の
で

気
軽
に
お

い
で
下
さ
い
。
 

◇
と
き
 
二

月
二
十
三
日
（
 

木
）
午
前
十

時
か
ら

0
 

◇
と
こ
ろ
 

産
経
会

館
四
階
「
 

1
津
鉄
タ
ク
シ

ー
J
 

二
十
万

円
寄
付

L
 

市
教
育
振
興
会

へ
 

市
内
大
町

の
津
鉄

タ
ク
シ
ー
 

会
社
で

は
、
 
一
月
二
十
五

日
、
 

市
教
育
振
興
会

へ
、
「奨
学
事
業

に
役
立

て
て
下

さ
い
」
と
現
金

十
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。
 

襲

課
税
台
帳
を
縦
覧
 

な
お
、

登
録

さ
れ
た
事
項

に

不
服
が
あ
る
場
合

は
、
縦
覧
期

間
と
期
間

の
あ
と
十
日
ま
で

の

間
に
固
定
資
産
評
価
委
員
会

に

審
査

の
申
し
立
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

市
税
務
課
で

は
、
固
定
資

産

課
税
台
帳
を

次
の
日
程
で

縦
覧

し
ま
す
の
で
、

関
係
者

は
各
自

の
固
定
資
産
課
税
台
帳
を

縦
覧

し
、
登
録
さ
れ
た
事
項
を

確
認

し
て
ド

さ
い
。
 

こ
れ
は
、

固
定
資
産
の
評

価

額
な
ど
、

五
十
三
年
度

の
固
定

資
産
税
と
都
市

計
画
税

の
算
定

基
礎
と
な
る
も
の
で

す
か

ら
、
 

と
く
に
昨
年
中

に
家
屋
を

新
増
 

築
し
た
り
、

土
地
を
取
得

さ
れ
 

た
方
は
、
必
ず
縦
覧
し
て
下

さ
 

新
し

い
町
内
会

市
内
小
曲
に

沼
田
町
町

内
会

（
外
崎
兼
四
郎
会
長

一
〇
三
世
帯

）
が
発
足
し

ま
し
た
。
 

◇
と
き
 
三

月
一

日
か
ら
三

月
二
十

日
ま
で
。
 

◇
と
こ
ろ
 
市

税
務
課
。
 

◇
時
間
 
平
日
は
午
前
八

時

三
十
分
か

ら
午
後
四
時
ま
で
、
 

土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十

分
か

ら
十
二
時
ま
で
。
 

⑤ （第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 
	

昭和53年（1978年） 2 月15日（417号） 

農業短期大学 

冬期講座のご案内 

老若男女を問わず、多数ご参加下さい。 

◇とき 3 月 8 日（水）.9 11（木）・10日（金）の 3 日‘間。 

◇ところ 市広域新農業センター（市内毘沙門） 

講座の内容 

、×、時間 
Ff1 	

、、、、、、、 
9: 30--12 :00 12: 30-15 :00 

3 H 8 El 

（木） 

●花あるくらし 

黒石地区農業改良普及所 

阿部 典雄 

●わかりやすいわい性りん 

ごのしたて方 

青森県りんご試験場小原信実 

n
4。
 
 

《
 
ー
 

F
 
未
  

9
 
)
  

●水田利用再編対策とは～ 

五所川原地区農業改良普及所

所長 山口清智 

●雪国でもやさいの年間栽 

培はできる 

弘前大学助教授奥瀬・自β 

3 H1011 

（金） 

●っけもののいろいろ

講話と実技 

栗林 	操 

●ョーロノパのりんごから 

学ぶ 

弘前大学教授 菊池卓郎 

〇交通 津鉄利用 五所川原発 8 時53分、毘沙門発15時53分
自家用車利用 飯詰、毘沙門経由可能（除雪実施） 

マイクロバス利用 各日とも市庁舎玄関前発 9 時、 

新農業センター発15時。無料ですのでご利用下さい。 

〇昼食 各自ご持参下さい。 

○テキスト 準備しており、無料です。 

市（県）民税申告相談（後期） 

松
 

島
  

2. 28 
3. 1 
3. 	2 

火
水
木
 

松島支所 

ク 	ク 

ク 	ク 

9 : O0-15: 
ク 	ク 

ク 	ク 

00 水野尾、米田、唐笠柳、漆川 

吹畑、石岡、金山 

一野坪、太刀打，松島町、十川町 

飯
 
詰
 
 

	

3. 	3 

	

3. 	4 

	

3. 	6 

金

土
月
 

飯詰支所 

ク 	ク 

ク 	ク 

9 
9 
9 

: 0O-15 : 
: 00-12 : 
: OO-15 : 

00 
00 
00 

下・
 
岩
 
崎
 

橋
橋
 
上
ド
 一

一一
 
好
  

3
3
3
 
7
8
 
9
 

 
.
 
 

火

水
木
 

三好支所 

ク 	ク 

ク 	ク 

9 : 0O-15 : 

	

ク 	 ク 

	

ク 	 ク 

00 高瀬、鶴ケ岡 

藻川 

多 

本
 

庁
  

3 一 10 金
  

市中央公民館 9 : 00 --15 	: 00 
湊、湊団地、栄町、田町、平和町

八重菊、不魚住，元町、蓮沼 

3. 	11 土
  

ク 	ク ク 

弥生町、布屋町、鎌谷町、 	‘ッ谷 

鳥森、田園調布、霞ケ台、下り枝 

3. 	13 日
『
  

市民文化会館 ク ク 

旭町、雛田、敷島町、上平井町、 

中平井町、下平井町、幾世森 

3. 	14 火
  

ク 	ク ク ク 
柏原町、錦町、幾島町、柳町、新

宮町、末広町、岩本町、芭蕉 

3. 	15 水
  

ク 	ク ク ク 
新町、寺町、中川長橋、新宮団地

中川新宮、川端町 

3. 	16 木
  

ク 	ク ク 予 小曲、田川、大町、本町、東町 

※昭和53年度 市、県民税申告書は、申告相談会場に備え付けしてあります。 



付 

寄 

183 等、 4 等のお年玉は、年賀はがきのくじ番号

部分を切り取らないでお渡することもできます

ので、ご希望の方は申し出下さい。この場合、 

印鑑が必要です。 

昭和 53 年年賀はがき 

お年玉当せん番号 

1
 

等
 

ラジオ付き 

カ セ ソ ト

テープレコ 

―ダ一 

8 	5 	2 4 9 	7 
各組 

1 	7 	9 7 2 	5 
共通 

7 	5 	8 2 4 	9 

A組 4 	7 	7 1 3 	7 

2
 
等
 

腕 時 計 

各組

共通 

下 5 けた 

0 	8 4 3 	7 

A組 
下 5 けた 

1 	9 0 2 	2 

3
等
 

手紙セット 
各組

共通 

下 3 けた 

8 9 3 

下 3 けた 

8 	1 	5 

4
等
 

才コ, 	年 	玉 

切手ン― ト 

各組

共通 

F 2

6 1

た 下 2 けた 

99 り2 II 1: 

（新
し

い
豊
か
さ
を
求
め
る

地
域
社
会
づ
く
り
〈
は
ど
う
あ

れ
ば
よ
い
か
を
テ
ー
マ
と
し
た

西
北
五
社
会
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
、
市
教
育
委
員
会
主
催
の

五
十
二
年
度
「
西
北
五
社
会
教

育
振
興
大
会
」
が
次
の
日
程
で

開
か
れ
ま
す
。
 

社
会
教
育
関
係
者
多
数
の
出
 

市
勤
労
青
少
年
ホ
 

ー
ム
で
は
、
利
用
者

の
要
望
に
こ
た
え
て
 

「
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
 

ー
教
室
」
を
開
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

初
歩
か
ら
親
切
に

手
ほ
ど
き
し
ま
す
の

で
、
初
心
者
の
方
で

も
気
軽
に
お
申
し
込
 

み
下
さ
い
。
 

な
お
「
絵
画
教
室
」
や
 
「写

真
教
室
」
も
計
画
し
て
い
ま
す
・

余
暇
を

い
ろ
い
ろ
な
形
で
生
か

す
よ
う
、
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
 

ム
を
遠
慮
な
く
ご
利
用
下
さ
い
。
 

使
用
料
は
、

い
っ
さ
い
無
料

で
す
。
 

「ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
教
室
」
 

。
申
込
期
日
 
二
月
十
六
日
 

ー
二
月
二
十
七
日
ま
で
 

◇
受
講
料
 
無
料
 
 

席
を
望
ん
で

い
ま
す
。
 

◇
と
き
 
二
月
二
十
二
日
（
 

水
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

・

市
中
央
公
民
館
 

当
日
は
、
 
「生
活
の
合
理
化

を
ど
う
す
す
め
た
ら
よ
い
か
」
 

な
ど
、
三
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
研
究
討
議
す
る
ほ
か
「
青
 

◇
開
講
日
 
三
月
一
日
（
水
 

）
午
後
六
時
三
十
分
 

◇
指
導
 
毎
週
水
曜
日
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
三

＋
分
ま
で
 

◇
と
こ
ろ
 
市
勤
労
青

少
年

ホ
ー
ム
 

※
注
意
 
受
講
者
は
、
十
五

人
で
打
ち
切
り
ま
す
か
ら
早
め

に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

申
し
込
み
や
詳
し
い
こ
と
は

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
廿
④

三
六
〇
二
番
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 
 

森
県
の
経
済
に
つ
い
て
」
 
と
題

し
、
東
奥
日
報
社
論
説
委
員
の

越
後
緑
也
氏
が
講
演
し
ま
す
。
 

な
お
詳
し
く
は
、
市
教
育
委

員
会

・
社
会
教
育
課

（
廿
⑤
一
一

一
一
一
番

・
内
線
二
五
〇
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

労
働
安
全
衛

生
規
則
の
改
正

で
、
今
年
十
月

一
日
か
ら
、
チ

エ
ン
ソ
ー
を
使

っ
て
立
木
の
伐

採
、
か
か
り
木

の
処
理
、
ま
た

は
造
林
を
行
う

場
合
は
、
 一
定

の
特
別
講
習
を

修
了
し
な
け
れ
 

ば
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
た
め
、
林
業
労
働
災
害

防
止
協
会
青
森
支
部
で
は
、
規

則
改
正
に
よ
る
特
別
講
習
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
三
年
年
賀
は
が
き

の
お
年
玉
当
せ
ん
番
号
が
次
の

よ
う
に
決
ま
り
、
 一
月
二
十
四

日
か
ら
お
年
玉
賞
品
の
引
き
換

え
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
 

お
手
元
の
年
賀
は
が
き
を
お

確
め
の
う
え
、
賞
品
は
忘
れ
な

い
う
ち
に
、
早
め
に
お
引
き
換

え
下
さ
い
。
引
き
換
え
期
間
は
 

◇
と
き
 
二
月
二
十
四
日
・

二
十
五
日
 

圏
と
こ
ろ
五
所
川
原
労
働

基
準
監
督
署
 

な
お
、
詳
し
く
は
五
所
川
原

労
働
基
準
監
督
署
（
廿
⑤
二
三

〇
九
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

七
月
十
九
日
ま
で
で
す
。
 

な
お
、
年
賀
は
が
き
の
書
き
 

対
馬
さ
ん
、
金
一
封
 

市
内
大
町
の
対
馬
郁
夫
さ
ん

は
、
亡
く
な
っ
た
母
キ
ミ
ョ
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
こ
の

ほ
ど
市
教
育
振
興
会
に
金
一
封

を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
さ
ん
も
金
一
封
 

市
内
上
平
井
町
の
佐
々
木
タ

マ
さ
ん
は
、
母
ち
よ
さ
ん
の
香

典
返
し
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
市

教
育
振
興
会

へ
金
一
封
を
寄
付

し
ま
し
た
。
 
 

損
じ
や
多
く
印
刷
し
た
も
の
は
、
 

一
枚
三
円
の
手
数
料
で
郵
便
は

が
き
と
交
換
し
ま
す
の
で
お
申

し
出
下
さ
い
。
 

五
所
川
原
郵
便
局
 

五
十
三
年
度
に
市
の
工
事
入

札
に
参
加
を
希
望
す
る
建
設
業

者
は
、
次
の
要
領
で
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。
 

◇
受
付
期
間

一
一月
一
日
か
ら

二
月
二
十
八
日

ま
で
。
 

◇
提
出
書
類

①
指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審

査
申
請
書
②
許

可
（
登
録
）
証

明
書
な
ど
、
建

設
省
統
一
様
式

に
よ
る
こ
と
。
 

◇
提
出
先
 
市
建
設
課

（
廿

⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
二
二
四

番
）
ま
で
。
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ク豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
を

ク
 

お
年

玉
賞

品
は
 

西
北
五
 
社

教
振

大
会

開
く
 

早
め
に
お

受
取
り
下

さ

い
 

勤労青少年ホーム 

「ギ
タ
ー
教
室
」
へ
ど
う
ぞ
 

●

‘
，‘
，
●
，
,
,
"
,
，
‘・
，
 

プェンソー特別講習会コ 
レー使用は講習を受けてからー」 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
み
ん
 
今

回
の
テ
ー
マ
は
、
 「性
病
 
木
）
午
後
一
時

か
ら
 

発
施

護
 
ク

性
病
の
お
そ
ろ
し
さ
）
 

市
「鍵
影
 

程
で
開
か
れ
ま
 
み
ん

な
の

健

康
教
室
 

一
階
ホ
ー
ル
 

す
。
 

の
お
そ
ろ
し
さ
」
 
です
。
 

主
催
 
北
五
医
師
会
、
市
民
 

気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

◇
と
き
 
二
月
二
十
三
日
（
 

保
健
協
議
会
。
 

工事入札参加の 

建設業者ノ＼ 

r
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下

さ
い
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